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自然療法､自発的治癒､｢治癒系とは？｣


『免疫力が増幅する“クスリを使わない”医学

自然療法が｢体｣を変える』東城百合子著より

・東城さんは大正14年岩手県生まれ｡昭和17年当時日本の栄養学の草分けだった佐伯矩博士に師事､栄養士となる｡昭和24年重症の肺結核となり､玄米を主とした菜食と自然療法によって自らの病気を克服｡
世界的な大豆博士といわれ､当時国際栄養研究所所長､国際保険機構理事のW・H・ミラー博士に師事､自然の栄養学を学ぶ｡
昭和35年沖縄に渡り全島に健康改革の灯をともす｡昭和39年沖縄より帰京､東京に居をすえて､出版活動､自然食料理教室､栄養教室､生活塾､講演活動､健康運動に力を注ぐ｡以来今なお出版､講演活動等継続
はじめに
食べ物が人生を変える
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－｢元気で､病気知らずの人生を送る人｣には理由があります

私は若い頃､重症の結核に苦しみ､
ストレプトマイシンというクスリを頼りにしたことがあります｡
しかし､一時的に良くなっても完治することはなく､
薬害で苦しみ､どんどん悪化していきました｡
そして､窮地に追い込まれた時､｢自然にかえりなさい｣と｢自然の力｣で病気を克服した医師に叱咤激励されたのです｡
これが｢自然療法｣との出会いでした｡
自然にかえることを心がけたら､死にかけていた私の体も徐々に回復していきました｡自然の力に助けられたのです｡自然治癒力という言葉がある通り､病気は｢自然｣が治してくれるものなのです｡
そして､それから50年､この自然の力をお伝えしたく､私は元気で全国を飛んで歩いています｡
｢自然の力｣は目に見えません｡でもこの見えない力を､自然治癒力といいます｡私は体を通してこの力を実感することができました｡ですから､病気になっても｢自分が治す｣と突っ張る必要はありません｡
｢自然療法｣をよく理解して実行したら､ガンも難病も治ります｡
医学的に治らないといわれた病気でも､自然の力で運命の大転換が起こり救われた人たちを､私はたくさん知っています｡本書に紹介した治癒体験の人々はその実例です｡ただし､天命であった時は死にます｡これも自然の力です｡
食べ物には､食品成分表に出てくる栄養素以外に､数値として明らかにできない｢いのち｣という力が含まれています｡
このことを忘れてはいけないと思います｡
私たちの祖先たちは､日々口にする食べものにどのような栄養素が含まれているかなど､知りませんでした｡
それでも､見えない自然の力の尊さは知っていたのです｡
｢食べものを粗末にしたら､お天道さまに申しわけない､目がつぶれる｣といっては､見えない｢いのち｣に対して感謝の気持ちを忘れないようにしました｡
でも今は､｢目がつぶれるはずがないよ｡そんなのは迷信だよ｣というでしょう｡
確かに視力がなくなるようなことはありませんが､心の目はつぶれます｡心の目がつぶれてしまえば､見えない自然の力を感じとることができず､自然への感謝の心を忘れます｡
それこそが不幸のもとなのです｡
だいたい大病をする時は､神経が鈍くなっています｡神経が鈍感になっているから､体が発するシグナルに気づけなかったのです｡
病気というのは､これまでの生き方や生活習慣を見直してみなさい､という天からの親切な手紙をいただいたということです｡
それをどう読むのか､ここに気づくことが大切です｡
誤りに気づいて改善すれば､｢自然の力｣が癒していってくれます｡それを実行するのは自分です｡
－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－
【目次】
はじめに－食べものが人生を変える
第1章 病気は体内の｢調和がくずれたところ｣に発生する

(細胞が活発になれば､病気は治る
｢神経｣が硬直すると運命も閉ざされる　ほか)

第２章　今日とる食事があなたの運命を変える

(化学調味料は直感力を鈍らせる
加工食品の重大な害にどれだけ気づいていますか？　ほか)


第３章　｢自然の見えない力｣を味方につける秘訣

(玄米を食べ続けても､ゆとりがないとガンになる
楽しく食べる工夫がないと､治る病も良くならない　ほか)


第４章　喜びの体験談—治らないといわれた病も克服できる

(胃ガン手術後の弱りきった体が見事に回復
あきらめていた子を十四年目に出産　ほか)


第５章　イラスト図解・自然療法の食事と手当て法

(食事の基本は玄米菜食
すべての病気に効果がある玄米スープの力　ほか)
索引
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終りに

－病気は治すものでなく､学ぶものです
現代医学で良くならない病気がある｡
それが､｢自然療法｣によって治っただけでなく､人生が変わった｡
なぜでしょう｡
それは｢自然の力｣の見事な働きです｡
食べものを選ぶのは自分だけれど､
血液を作り､栄養を回すのは｢自然の力｣です｡
食を正し､疲労してしまった内臓にすまなかったとの思いで
お手当をする｡すると､体が見事にそれにこたえ､元気になり､楽になる｡これは｢アタマ｣でなく｢体｣でわかる｡
いのちは見えませんが､台所にあるものや､野菜・薬草が､
これが｢いのち｣ですよと教えてくれます｡
今まで｢いただきます｣の意味もわからないで生きてきた人が､
｢食べもののいのちが私のいのちになってくれる｡
この自然の恵みをいただきますね｣と感謝して食べるようになった｡そうしたら､日ごとに体が変わり､元気になっていく｡
また､体の外から､コンニャク､ショウガ､里芋､豆腐……
と台所にあるものを使って手当をすると､びっくりするほど体が楽になる｡
これは､実行した人だけに与えられる｢お天道さま｣からの贈りものです｡
人生は､お天気の日ばかりじゃない｡雨も嵐もある｡
だが､どんなにひどい嵐でも､暗雲のかげには
必ず､輝く太陽が待っている｡
自然は､必ず春は来るからと希望を告げる｡
この自然の親切と思いやりに涙を流し､
自然の恵みをありがたくいただくことができたとき､
私自身も死にかけた病から立ち上がることができました｡
どんな嵐も一夜でやみ､一年中は吹かない､希望を持つのだよ､と
自然は教えてくれました｡
食と手当の法については別著『家庭でできる自然療法』を参照してください
その他　参考資料
· 帯津　良一『自然治癒力』の高め方　

· 岡本　裕　『9割の病気は自分で治せる』－おいしい患者にならないため

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2010.6.18追加
『病の元』とは？
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■平成10年(1998年)､世界の医学の総本山､ＷＨＯ(世界保健機構)は健康についての定義に関して
『健康とは身体的､精神的かつ社会的に完全な幸福の一つの状態』
という言葉に並んで､｢霊的に｣(スピリチュアル)という定義を追加｡
Health is a state of complete physical, mental and social well-being and not merely the absence of disease or infirmity.
　　　　　　　　　　　↓

Health is a dynamic state of complete physical, mental, spiritual and social well-being and not merely the absence of disease or infirmity. 
健康とは､病気でないとか､弱っていないということではなく､
肉体的にも､精神的にも､そして社会的にも､
すべてが満たされた状態にあることをいう｡
(日本語では､mental も spiritual も同じく精神的と訳してしまいそうになるのは､宗教に希薄な国民性のためかも知れない｡
ともあれ､どう翻訳すべきかを考えてみることも､私たちが｢健康とは何か｣を考えるヒントのひとつになるかも知れない｡)
dynamic―静的に固定した状態ではないということを示す｡
健康と疾病は別個のものではなく連続したものであるという意味付け｡
spiritual―人間の尊厳の確保や生活の質を考えるために必要で本質的なものだという観点から､字句を付加することが提案された｡
このことは､人間は単なる肉体的な存在ではなく､
｢感情や精神性､霊性｣を包括した､より大きなものとして位置づけたものだ｡
■近年では､人間を｢肉体・心・気・霊性｣の有機的総合体と捉える､
｢ホリスティック医学｣も現われた｡⇒　日本では､帯津　良一
21世紀は､｢いのち・生命｣というものを､もう一度､見直す時代｡
一人ひとりが｢命や心｣について考えるようになれば､もっと平和になることは確かだ！

■永遠の命である魂が通過する､
各次元ごとに必要な乗り物？

・3次元―肉体

・4次元―エーテル体

・5次元―アストラル体

・6次元―メンタル体

・7次元―コーザル体

● 病気になったら考えること 
ベーチェット病を克服して､愛工大名電を経て明治大学に進学した柴田省吾君｡中学生の時発病した､難病ベーチェット病に苦しんでいたときに､母親が省吾君に苦しくなったときに｢ありがとう｣と言うことと 苦しみが去ったときに｢感謝します｣(五日市剛さんの『ツキを呼ぶ魔法の言葉』より)と言うように助言し､省吾君が病気に対して痛むところに手を当てて｢ありがとう｣を実践したら､症状改善のきっかけをつかめたという｡(2012.11.五日市さんの豊田講演会で紹介)｡その後､省吾君のみならず野球部全員とその親御さん全員で「ありがとう」を言い続けのだとも。そんな中で主治医にも､名電の監督､…沢山の人に支えられもしてベーチェット病でありながらプロ野球選手という夢や目標を実現したのだという｡
こんな例はそれなりに､沢山ある｡不思議だが本当だ｡
ベーチェット病という難病の苦しみが学びの機会だったのだ｡
そして､その人が例えば､有名であったり､後に有名になったりして､周りの人への影響力が大きい人だとすると､さらに病気はいろんなことを教えてくれる｡考える機会を与えてくれる｡
健康ということが､どんなに有り難いことなのかを気づかせてくれる｡病気になって､人の優しさ・思いやりに触れ､そして､自分が苦しい思いをしたことで､人の痛みが､もっともっと分かるようになり､周りの人にも､自分にも”やさしく”なっていく｡それがその人の使命となる。
病気､(特に運命の病)はそれらを教えるためにやって来る､といわれている｡ そして､宿命の病(事故)は年齢に関わらず､どんなに手を尽くしても結局は助からないものだという｡
● 多くの場合､病気は自分で作っている
(先天的な病気は生まれてくる前に｡子どもの場合は親の学びのため)
心の中の怒り・憎しみ､嫉みや批判などの｢ネガティブなエネルギー｣は､細胞レベルで自分の体を攻撃し､病気となって現れてくる｡
私たちの思考の一つひとつが､肉体に影響を与えるからである｡ 

私たちの体は､起きているときも､寝ているときも､心臓を動かし､血液を運び､食べ物を消化してエネルギーを作り､片時も休まず働いてくれる｡考えてみれば､有り難いことだ｡
だから､健康を願うならば､まずは､自分の体に｢ありがとう～｣という感謝の気持ちが大切になってくる｡
例えば､何かに深く悩んだり､心配したりして､それが続くと､胃が痛くなったり､胃潰瘍になったりする｡
誰もが一度は経験があることだ｡精神的ショックが大きいと､一晩で髪の毛が｢まっ白｣になることもある｡人間の思うことは､これほどまでに自分の体(細胞の遺伝子)に｢ダメージ｣を与えてしまう｡
また､余命数ヶ月と言われた人が､奇跡的に回復するような事がある｡逆もある｡
信念､思いの力だ｡
心で思うことは体(細胞)へと伝わり､ＤＮＡ遺伝子に影響を与え､
ネガティブな思いは､自分の体に大きなダメージとなってしまう｡
だから､
まずは自分の体を大切にしよう､いたわってあげよう！
自分の体に､やさしい言葉をかけてあげよう！

● 自分を大切に！ 体に感謝！　
★必要な事は､ポジティブな思い
そして､何よりも自分の体に｢感謝｣することが大切だ｡
人に生まれたゆえの喜びや悲しみ‥｡
生まれてこれまで､人には､いろんなこだわり､つらいこと､いろんな悲しみ､苦しいことがある｡そして､私たちがどんな姿勢でいても､何をやっていようと､体は休むことなく働き､命を支えてくれる｡
体は､あらゆる苦しみ､あらゆる悲しみ､その思いを全部受け止めてくれる｡だから､まずは自分の体をいたわってあげよう｡
体にどこか悪い所があれば､心からいたわってあげよう｡
｢いつも､いつも､ありがとう｣と､｢今まで､どうもありがとう｣と｡胃腸だったら胃腸を肝臓だったら肝臓を｡ハートだったらハートを｡その感謝の思いは一つひとつの細胞に伝わって細胞はエネルギーを高める｡
人が何かに感謝する時､それは何にもまさる崇高なエネルギーだ｡
そのエネルギーに包まれれば､どんな病気やトラブルからも解放される｡心も体もパーフェクトに自らを癒していく｡
そして､その人は幸せの波に乗っていく｡
それが､自分で自分を癒す『セルフヒーリング』と言われるものだ｡ 
● 自分を大切に！ 体に感謝！　　続き… 

私たちの体は60兆個の細胞からなり､１秒間に50万個の細胞が生まれ変わると言われている｡
皮膚の細胞は四週間で新しくなり､胃の内膜は５日ごと､肝臓の細胞は６週間ごと､骨格の細胞は３ヶ月ごとで入れ替わり､一年もたてば体のほとんど細胞が替わると言われている｡
そして､心で思うことが体に影響を与えるならば､毎瞬毎瞬､私たちが思ったり､感じたりしていることが､新しい細胞に影響を与えていることになる｡
もし､その時､｢自分の病気は治らない｣というマイナスの思いであれば､その思いを受けて､細胞は分裂を繰り返すことになる｡
体は､”心の声”を聞いている｡
例えどんな病気であっても､その細胞自体は日々｢新しく入れ替わっている｣という事実は､明るい希望ではないか！
とすれば､必要なことはポジティブな思いだ｡
｢自分の体は日々よくなっている｣と意識して､その思いを体の細胞に伝えることだ｡
● 気づきの力は､奇跡の力！ 
何かに深く悩んだりして､それが続くと胃潰瘍になったり､胃に穴があいたり､一晩で､髪の毛が｢まっ白｣になる人もいる｡
精神状態によって､人が胃潰瘍になったり､髪の毛が抜け落ちたりするなら､長年､心の中にた め込んだ｢憎しみや怒り､不満､ねたみ､劣等感､悪口｣などのネガティブなエネルギーが､自分の体を痛みつけて､それが病気となって現れてきたとしても､なんら不思議ではない｡
そして｢憎悪｣は､いちばん破壊的な精神状態である｡
｢憎しみ｣のエネルギーは体内で”毒素”を作り､自分の体に大きな害を及ぼす｡また､不安や恐れは｢体の働きを弱め｣､精神的・肉体的にも大きな影響を及ぼす｡こんなとき､人は病気になったりする｡
また､怒り・短気・貪欲､批判などのネガティブな思いは､細胞レベルで自分の身体を攻撃し､病気となって現れてくるのである｡
心の中が悲観的､否定的になっているときは､体も悲観的､否定的になる｡そのようなときは､体の中にさまざまな｢悲観的物質・否定的物質｣が形成され､それがＤＮＡ遺伝子を傷つけ､細胞の働きを弱めるという｡そして､免疫力も低下し､その結果､病気になったりする｡だから､健康を保つためには､まずは精神的に健康であることが大切だ｡

★何十年も続けてきた悪い習慣を変える

心の葛藤や苦しみ､心にため込んだ憎しみ・悲しみ､ それが積み重なってくると､マイナスエネルギーが体に蓄積していく｡そのような見えないものが重なり積もって､体が耐えきれなくなったとき警鐘を鳴らす｡それが病気だと言えるだろう｡
もし今､体に不調を抱えているなら､そのことを考える必要がある｡
● 病気をつくる｢マイナスエネルギー｣ 

昨今､『腰痛は<怒り>である』という本が注目されている｡
腰痛､肩こり､関節痛などの身体的痛みは､｢心の痛み｣から来ているというのだ｡
この理論の提唱者､｢ジョン・Ｅ・サーノ博士｣は､体の痛みは､単に体の構造的な異常ではなく､心の苦痛を無意識に抑えることによって発症しているという｡
(腰痛にもいろんな原因があるが､原因の分からない腰痛などの場合､その原因がここにあるかもしれない)｡

心のストレスが腰痛の引き金になるのは､｢医学的実験｣でも証明されている｡
一般の腰痛(腰に原因がある場合)､脳の｢視床下部｣が反応して痛みを感じるが､原因不明の腰痛は､高度な精神作業をする｢前頭葉｣が反応することが分かってきた｡ストレスから来る腰痛は前頭葉で感じているそうだ｡
実際､家庭や職場でのストレスを解消したことで､腰痛が治った事例も見られる｡(ＮＨＫスペシャル｢病の起源｣腰痛の謎)
上記の本を読んで長年の腰痛が治ったという人もいる｡そのような人は､きっと腰痛の原因が自分の中にある”怒り”にあったことに”気づく”ことで､もう腰痛という”痛み”を保持する必要がなくなったという人達だ｡
では､読んでも治らない人は？
基本的な生活自体を変える必要があったり､あるいは､
もっと他に気づく必要があったりなど､そうしたことが考えられる｡
いずれにしても､ネガティブなエネルギー(怒り､憎しみ､悲しみ､不安など)を溜め込むと､それが体に現われ､時として腰や背中の凝りや痛みとして出ることがある｡
それが慢性的なストレスになって､不眠やウツの症状になる場合もある｡こんなときは､肩や背中などに溜まっているエネルギーを開放していく必要がある｡(また､リウマチ性関節炎の場合も､情緒的な要因が強く作用していることがある｡女性に多く見られ､自分の感情､怒りを抑制していたり､根深い感情的な問題に対峙するのを避けていた場合､それが引き金になることもある)｡
● 腰痛は<怒り>である？　　長谷川 淳史 
● 病気を修復するエネルギー 

自己治癒力や免疫力が低下するのも､｢マイナスエネルギー｣が蓄積した結果に過ぎない｡
と言うことは､｢自分で自分の病気を作っていた｣ことになる｡
医学的に見れば､意識の力で､正常な遺伝子に”変異”を起こさせたことになる｡考えてみれば､これはすごいパワーだ｡
自分で病気を作っていたなんて､人間は超能力者みたいだ｡
逆の意味で｢火事場のばか力｣という言葉がある｡
だからこそ､心のあり方が変わることで､病気が劇的に癒えることもある｡
もし病気の原因がそこにあるのなら､逆に､病気を治すにはどうしたらよい かが分かってくる｡ 

病気を作ってしまったのが自分であれば､それを直すのも自分だ｡ 
ネガティブなエネルギーが病気となって現れてきたのであれば､そのエネルギーを変えることだ｡
人間が持つ思いの力は､偉大なエネルギーだ｡
ネガティブに作用すれば､病気を引き起こすエネルギーになり､
ポジティブに作用すれば病気を修復するエネルギーになる｡
もし､自分のエネルギーが｢遺伝子｣に変異を与え､病気を作ってしまったのであれば､その同じ力で遺伝子の働きを正常に戻すことだ｡
｢病気をつくる力と､病気を治す力｣は同じもの､エネルギーの向け方が違うだけだ｡
現在､医療水準がこれほどまで発達しているのに､病院を変えても､またお医者さんを変えても､ 薬を変えても､病気はなかなかよくならない｡どうしてだろうか｡
· 病気の原因と病気を治す力
自分に原因があるとすれば､ 
｢自分を変えることが､病気回復につながる｣ことに､早く気づかなければならない｡病気になったということは､
｢あなたの生き方に問題があるよ！｣と体が教えているからだ｡
自分の中にあるネガティブなエネルギーや不快な感情､それを認めるのはつらいことだが､いつかは自分と向き合う必要がある｡
人が三日間､生死の境をさまようと｢聖者｣になれると言われる｡
大病は､それくらいの経験をすると言われる｡別に､聖者になる必要はないが､病気になったら､なぜこうなったのか､これまでの生き方・考え方を見直すことだ｡そうしないと､単に痛い､苦しかった辛い思いだけで終わってしまい､何も残らない､残るのは辛い経験だけだ｡もしくは､また同じ病気を繰り返すことになる｡
そうではなくて､そこから何かを得ることだ｡
そうすることで苦しかったことの意味もあり､病気の回復も早まる｡
病気だけではなく､一見して不幸と思えるような出来事も同じだ｡
原因を他人や周囲のせいにしているかぎり､いつまでたっても解決策が見つからず､苦しみが続く｡
しかし､｢原因の一端を自分で作っている｣ということに気づけば､何をどうしたらよいのか､分かってくる｡
問題の解決も早まってくる｡そのことに早く気づくことが大切だ｡
病気！ それは､人間が｢生命の法則｣から外れたとき､
本来の法則に沿って生きるようにと､
人間の自由意志とともに与えられた”天からのギフト”かもしれない｡ 

⇒※先に　ツイてる､ツイてる｡有り難う｡ 
⇒※結果　感謝します｡
● 体は､天からのギフト・贈物！ 
どこで､その働きが｢制御｣されているのだろうか｡
どこから命令が出ているのだろうか｡不思議だ｡
まるで遺伝子が意識を持っているみたいだ｡ 
あるいは､細胞そのものが意識を持った生命体であるような働きをしているのだ｡
生命の神秘､不思議だ｡ 

さらに驚くべきことは､ 微生物を含め､すべての生物の遺伝子の基本構造は全部一緒なのである｡カビも大腸菌も､人間も動物も植物も､すべて同じ基本原理､｢Ａ､Ｔ､Ｃ､Ｇ｣の遺伝子の組み合わせでできているのである｡遺伝子工学の世界では､基本原理が同じということは､起源を一つにしているということを意味する｡

だとすれば､生きとし生けるものすべては､起源を一つとして､みな兄弟なのかもしれない｡
生命の｢進化論｣では､ヒトは微生物→魚類→両生類→爬虫類→無乳類→｢人間｣へと進化してきたわけだから､その意味では､みな兄弟かもしれないが｡

この遺伝子がどれくらい小さいかと言うと､幅１ミリの50万分の１､ちょっと想像ができないくらい に細い物質だ｡重さは､なんと｢１グラムの２千億分の１｣と言われる｡この微小の空間に､30億の遺伝子情報が書かれているのだ｡大百科辞典の千冊分に相当する膨大な情報だと言われる｡

｢１グラムの２千億分の１｣と言ってもピンとこないが､この地球に住んでいる全人口､60億人 の遺伝子を全部集めても､｢米粒一個｣の大きさにしかならないそうだ｡驚きだ｡ 
それ以上にすごいことは､生まれたときには､すでに遺伝子情報が“書かれている”ということだ｡いったい誰が書いたのだろうか？

しかも､体の６０兆個の全細胞に､まったく同じ遺伝子情報が30億個も書かれている｡ 
体のどの細胞の一片を取っても､同じ情報だ｡しかし細胞分裂の過程では､手・頭・顔・内臓・足など､それぞれ異なる部分を作っていくのである｡もし遺伝子の働きに狂いが生ずれば､右手と左手が逆になったり､耳の位置が違う場所に作られたり‥なども考えられるが､そのようなトラブルも起きない｡30億の遺伝子は､肺・心臓・肝臓・腎臓など､体の特定の場所で､特定の遺伝子のみを働かせて､細胞を分裂させて体を作っているのである｡不思議な話だ｡ 


しかも､遺伝子の配列は､まるでプログラムでも組んだように､｢Ａ､Ｔ､Ｃ､Ｇ｣という４文字からなる化学式で､みごとなほどまでに規則正しく配列されている｡ 
このような緻密な｢生命の設計図｣がどのようにして､できたのだろうか？

この人間業(わざ)を越える遺伝子の不思議な働きを､遺伝子工学の権威者､筑波大学名誉教授｢村上和雄｣先生は､｢サムシング・グレート｣(偉大なる何者か)と呼んでいる｡人間を含め､すべての生物の生命は､｢サムシング・グレート｣からの贈物であると考えている｡こうでも説明しないと､説明ができないようだ｡ 

人はそれを､｢大宇宙の叡智｣､｢大自然の偉大な力｣､ある人は｢神さま｣と呼ぶかもしれない｡
きっと､人間は何かの力､大いなる力で生かされているのだろう｡ 
60兆個の生命体からなる人間､それは奇跡的なことです｡
人は､60兆個の生命の支えで生きているのだ｡ 
このように考えると､この世に｢生を受けた｣ということだけでも素晴らしいことだ｡(参考文献､村上和雄『生命の暗号』)
● 体は”思い”に反応する 
科学の世界は､人が何かを考える時､体内に｢化学物質｣が生成されることを証明してきた｡
例えば､すっぱい｢梅干やレモン｣を思い浮かべると､口の中が酸っぱくなる｡実際に梅干を食べてないのに､口の中が酸っぱくなってしまう｡どうして､このような事が起きるのだろうか？ 

梅干という”言葉”は､｢単なる言葉｣だ｡
しかし､思ったり､考えたりしだけで､言葉やイメージが ”実物”であるかのように機能して､体は自然に反応してしまうのである｡ 実際の食べ物より､脳から送られる｢命令｣(メッセージ)の方が重要な働きをする｡これが｢体の自然の営み｣なのだ｡

｢思考｣のあるところには､必ず化学物質がある｡
人が”静けさ”を感じているとき､体は｢精神安定剤｣と似た物質を作る｡
”不安”に感じているとき､｢不安分子｣を作り出す｡
”喜び”を感じているとき､抗癌剤としても働く｢免疫調整剤｣を作り出すのである｡

｢あたが好き､愛している｣､これは驚くべき変化が起きる｡ 
｢愛している｣という言葉を聞くと､心臓の鼓動が高まる｡
その言葉は脳に伝わり､｢アドレナリン｣を多量に分泌させる｡
さらに重要なのは､｢誰かに愛されている｣ことが分かると､
心は喜びに溢れ､世の中が”バラ色”に見えてくる｡ 


失恋や失業で落胆している人の体は､どの部位を取っても､悲しみが刻印されている｡
神経伝達物質は枯渇し､ホルモンの分泌が衰え､睡眠のサイクルが中断される｡涙の成分まで､喜びの涙とは異なる｡悲しみの涙､｢失恋｣のときもそうである｡

しかし､その人が新しい職につけば､劇的に変化する｡
その仕事が前よりも”やりがい”のある仕事であれば､神経伝達物質やホルモン､ＤＮＡにいたるまで､生化的状態が全てプラスの方向に変化し始める｡
このように､人間の感情と体は密接に結びついているのである｡

愛､喜び､怒り､悲しみ､憎しみ・・・それが何であれ､
その感情・思いは､脳から科学物質を生成し､体に大きな影響を与えるのである｡
● 細胞は意識する 
昨今､医学の研究者の間では､血液の｢働き・メカニズム｣を調べれば調べるほど､分からないことが多く､血液に｢意識｣があるのではないか､と考える研究者もいる｡どうやら､そのように考えないと説明できないようなこともあるようだ｡ 

また､患者を”目隠し”した医学実験もある｡
・人に目隠しをして｢青い部屋｣に入れると､血圧､呼吸数が下がる｡ 
・｢赤い部屋｣に入ると､体温､血圧が上がり､脈拍数も呼吸数も上昇する｡
・｢脳波｣を調べると､赤い部屋では､ベータ波(目覚め状態)が出る｡
・青い部屋ではアルファ波が多く､シータ波(うとうと状態)も現われる ｡
目隠しをされていても､体は反応するわけだから､｢人間は､目だけで判断しているのではない｣､ということを証明していることになる｡
目だけではないとすれば､それは何だろうか？ 
皮膚の｢細胞｣が感知しているのではないかと言われているが・・・｡ 

また､｢Ｏ(オー)リングテスト｣(代替医療の診断法｡ニューヨーク在住の大村恵昭が発明し､1993年に米国特許5188107を取得)というのもある｡
※Ｏ(オー)リングテスト：親指と人差指で輪を作り(オーの字)､他の人がその輪に指を入れ､左右に引っ張り､指の力の度合いを測定する方法である｡片方の手に｢薬｣を載せてテストをすると､体に害がある薬の場合は､指を引っ張ると オーリングが開いてしまうが､逆に､体に｢有益な薬｣であれば､オーリングはなかなか開 かない｡不思議だ｡

これで使用する薬の｢薬物適合性診断｣をする｢お医者さん｣もいる｡ これは､物質から出ている電磁場を｢手が感知｣して､脳を通じて筋力が変化するため､と言われているが‥｡
では､手はどうやって薬の適合性を｢感知｣するのだろうか？ 不思議だ｡

★人間の体は､単なる細胞の集まりではなく､そこには｢意識｣が宿っているのではないか｡
植物の実験で有名な｢バクスター氏｣の実験結果
　※『植物は気づいている』等1960年代以降有名になった理論
では､赤血球や白血球､さらにはステーキ用の肉片でさえも､まるでそれ自体が”意識”をもっているように､ポリグラフに反応が現れる､ということが分かってきた｡(『植物は気づいている』のページを参照)｡ということは人間の細胞自体にも”固有の意識”があると解釈できる｡であれば､人は自分の体をもっと大切にし､意識を向ける必要がある｡

自分の体をいたわってあげよう！　 
自分の身体に､やさしい言葉をかけてあげよう！

あなたの優しい言葉は､体の全細胞に伝わってエネルギーを高め､
体は元気を取り戻していく｡
体にどこか悪い所があれば､心からいたわってあげよう｡ 
｢いつも､いつも､ありがとう｣と｢今まで､どうもありがとう｣と｡
胃腸だったら胃腸を､肝臓だったら肝臓を､ハートだったら…｡

夜､寝るとき､自分の体に感謝しよう｡ 
毎日､毎日､体はもっともっとよくなると確認してあげよう｡
そうすれば､そうなる｡
体の細胞は元気を取り戻していく｡
あなたの体は見違えるほどよくなってくる｡
● 綺麗に変身する､波動を高める 

もし､私たちが健康を願うなら､どうやって自分の体に接したらいいだろうか｡
まずは､このように考えることが必要だ｡
人が思い考えること､その一つひとつの思考が､ 自分の身体に伝わる｡記憶は脳だけではなく､身体(細胞)も記憶するのである｡ 
不思議に思うかもしれないが､このことは､しっかり覚えておく必要がある｡ 
細胞の｢遺伝子情報｣には､両親から受け継がれた情報､両親の親から受け継いだ情報､さらには､その親からの情報など・・・幾世代に渡る情報も記憶されている｡そして当然のように､今あなたが考えていることも細胞に記録されることになる｡
それゆえ､人間の体は単なる細胞の集まりではなく､そこには｢意識｣が宿っていると考える必要がある｡
非常に大事なことだ｡
★あなたは自分が好きですか？　自分の形を気にいっていますか？ 
例えば､もし､あなたが自分の顔､目や鼻の形を”嫌い”に思っていれば､体はどのように反応するだろうか｡
脳は細胞の意識からメッセージを受け取る｡あなたの否定的な思いを聞いて､脳はストレスから､顔のしわに､さらに深みを加えるようなホルモンを放出するだろう｡
その結果､あなたが自分に対して作り出している否定的なイメージを､さらに悪 くするかもしれない｡

逆に､もしあなたが､自分の目や顔形をとても愛していれば､あなたの脳は､あなたの思いに合わせて力強く反応して､あなたの容姿によい影響を及ぼす｢ホルモン｣をいっぱい分泌するだろう｡
その結果､あなたの細胞は若返り､イキイキしてくるだろう｡人間が思い考えることが体に影響を与えるならば､当然のことだろう｡ 

ネガティブな思考は自分の体を傷つけてしまう｡
時には病気をも作ってしまう｡
私たちの｢思考の一つひとつ｣が､体に影響を与えるからである｡ 
だから､決して自分を否定したりしないことだ｡
今日から､鏡に向かっとき､毎日､自分に向かって話しかけよう｡
｢今の自分がとても大好き｣､｢自分を大好き､キレイだ｣と伝えよう｡

もし､私たちが自分の体に意識を向けるなら､それだけで体は健康体に向う｡ 
必要なことは傷つける思考ではなく､｢健康的な思考｣だ｡

傷つける思考というのは､否定的､ 批判的な思いだ｡
非難､怒り､憎しみなどの感情は､マイナスエネルギーとなって､心の中に蓄積され､そのエネルギーが自分の体の弱い部分を傷つけ､体の働きを弱めてしまう｡ 
それが形､すなわち病気となって現れたりする｡
自分で病気を作ることになる｡ 

健康的な思考とは､プラスのエネルギー､気持ちを高揚させるポジティブな思いだ｡
細胞の働きを高める思いだ｡そして､あなたが自分の体に感謝するとき､細胞は反応する｡
もし､どこか悪いところがあれば､痛み・苦しみ・心配ではなく､まずは､体が一生懸命に働いていることに感謝しよう｡
食べ物をエネルギーに変え､体の維持のために､一生懸命がんばっていることに感謝することだ｡あなたが自分の体に感謝するとき､体はあなたの思いを受けて波動を高め､体の働きを高めていく｡ 
● 願望実現とエネルギーの法則 
・｢思考は現実化する｣｡
・｢物事は外から起こるのではなく､自分を通してやって来る｣｡
・｢自分から出たものは､自分に返ってくる｣｡
・｢引き寄せの法則｣
｢願望実現の法則｣､簡単に考えれば､こうなるだろう｡ 
私たちが何かを思えば､そこにはエネルギーが生まれる｡
何かに怒れば､怒りのエネルギーが放出される｡
人が何かを考えたり､イメージをしたりすれば､そこにエネルギーが集まり､状況(形)を形成していく｡
思いは実現する､｢願望実現の法則｣である｡

あらゆる思考がエネルギー的波動を生み出す｡
何かを思えば､エネルギー的波動として送信される｡
思いは､文字通り､自分の心から飛び立って､自分が考えるものに繋がっていくのだ｡
何げなく発した言葉の一言にも､たくさんのエネルギーが詰まっている｡言葉を発する人の心のあり方が､一つのエネルギーとなって､よい言葉であれ悪い言葉であれ､この空間へと流れ出てしまうのである｡
●｢思考は現実化する｣
この頃は科学者の中にも､この現実世界は自分の｢意識の延長上にある｣と言う科学者もいる(まだ少数ではあるが)｡
｢観察者｣(人の意識)が物事に影響を与える｡
これは量子力学の｢二重スリット実験｣で示されたものだが､どうやら人間の意識というものは､物事に影響を与えるらしい｡(この実験は何度やっても同じ結果になるが､なぜそうなるのかは不明で､その解明は科学の進歩に期待するしかない)｡
人間はすばらしい能力の持ち主である｡なぜなら人間には考えたり､想像したりする能力があり､しかも､考え想像することで､それが｢現実化｣に向かうわけだから｡この能力は人間として生まれた”特権”だ｡
問題は現実化の”スピード”ということになる｡

★思考は純粋なエネルギーである｡
・人が抱く思い､一つひとつがエネルギーを持ち､形になって現れてくる｡
・人が考えたこと､想像したこと､言葉にしたことは､これから起こるべく待機しているのである｡
・考えること､感じること､願うこと､夢見ること､意図すること｡ 
人間の思考には力があり､どんな考えや思いも､感情も､創造につながってくる｡
考えることはすべて現実になる｡これが『創造の原理』である｡ 
(人間にはそのような能力が備わっており､『人類に隠された最大の秘密』である)｡
この法則の下では､それを欲しているか／否かは関係ない｡
｢善悪｣の判断もない｡
ただ､あなたの思考に反応するだけだ｡
あなたが何かに意識を集中すると､それが何であろうと､現実化に向かうのだ｡悪を思えば､それも現実化する｡

恐れ・不安は最大の敵だ｡人は不安に思うものを引き寄せてしまう｡
創造原理の『第二の法則』と呼ばれるものだ｡
感情は｢エネルギー｣であり､感情にはものごとを引き寄せる力がある｡そして､最も不安に思い､恐れるものを引き寄せてしまう｡恐れ・不安のエネルギーは何倍も強力で､磁石のように物事を引き寄せてしまう｡注意が必要だ｡
(だから､不安や心配にエネルギーを注ぐのは厳禁だ)｡ 

願うことを｢強くイメージする｣ことは､現実化の重要な要素だ｡
心の中にそのシーン､状態をはっきりとした形でイメージし､意識することで､現実化を加速させます｡
強い感情を伴った観念的イメージは､青写真(基本設計図)の役割を果たし､そのイメージに対応する出来事が”青写真”に沿って物事を動かす｡
願いの実現を確信すること､必ず実現すると信じること｡
そこに疑い・不安があってはならない｡
そして､大事なキーポイントは”行動”に移すことです｡
● もう一つの､思考は現実化する 

★注意しなければならないのは､思考の陰には｢もう一つの思考｣があるということだ｡
何かを求めたり､願うということは､その背後には｢望みが叶っていない｣という思いがある｡
｢お金が欲しい｣と願えば､その背後には｢お金がない｣というメッセージが隠されている｡
お金が欲しいと願えば､宇宙はこう言うかもしれない・・・
｢あなたの願いは分かった｡
では､お金が<欲しい>という状態を叶えてあげよう｣､と｡

この世はなんと､逆説に満ちているのだろうか｡
｢足りない｣と思っている意識が､その状態を引き寄せてしまう｡
求めれば求めるほど､｢欠乏の状態｣を引き寄せてしまうことになる｡
必要なことは､｢お金が欲しい､○○が欲しい｣という願いではなく､願いが必ず叶うという思いであり､求めたり､すがったりするのではなく､現実に体験したいことを前もって｢感謝｣すること｡

★単なる願いでは､現実化も遅れる｡ 
・・・したいと思えば､・・・したがっているあなたが生れる｡
成功したいと思えば､成功したがっているあなたが生まれる｡
病気を治したいと思えば､治りたがっているあなたがいるだけだ｡
それは単に､｢・・・したい｣という状態を経験することになり､現状維持である｡
｢こうなりたい｣と思うと､そこに”ギャップ”が生れる｡ 
それをいつまでも｢未来｣にとどめてしまう｡
将来の｢希望的観測｣になってしまう｡
そうではなくて､｢今の自分がすでにそうなっている｣と捉え､
行動することで､物事が動き出し､それに合わせて”現実”にも変化が起きてくる｡ 大事なことは､この”今”だ｡
したがって､｢結果｣を先にもってくる必要がある｡
｢結果がすでに生じている｣と強く思うことだ｡｢私は実現している｣､
｢私は健康になっている｣､｢私は成功に向かっている｣｡
現在完了形である｡

そして､何かを願うとき､｢私は｣という言葉を入れることがポイント｡｢私は・・・である｣､｢私は・・・になっている｣という言葉は､最も力強い宣言である｡
人が何を考え､何を行うにしても､｢私｣という言葉をきっかけに､物事が動きだす｡
｢私｣という言葉は､無限の｢宇宙の力｣につらなり､望む現実を呼び出すのである｡それを声を出して言うと､いっそう強力になる｡
｢そうなる｣と､その実現を100％確信すること｡
そして､｢結果がやって来る｣と分かれば､自然に感謝の思いも湧いてくる｡｢・・・ができてありがとう｣､｢健康になってありがとう｣｡
最高の言葉は感謝である｡｢ありがとう！｣と､願うことに前もって｢感謝｣することができれば､それは現実を創造する｢強力な力｣になる｡プラス思考の最高の形は｢感謝｣である！


自分の願っていること､思っていることが､すでに実現しているかのように振る舞うことで､願望は引き寄せられ､実現化に向かう｡
もし､手にしたいものがあれば､それをすでに手にしているように行動することだ｡何かを持っていることを想像し､行動すれば､それを引き寄せるようになる｡あなたが発するエネルギーは､あなたと同じエネルギーのものを引き付けるからだ｡
★こうなりたいと思うのであれば､あたかもそうなったように､それを演じることだ｡
イメージしているとき､自分が演じているとき､あなたはその｢現実の波動｣になる｡
自分の中に｢現実｣を創ると､外にもその｢現実｣が創り出されてくる｡スポーツの｢イメージトレーニング｣と同じである｡
望むものを､すでに実現しているかのように振る舞っていると､その願望は強く引き寄せられる｡
｢自分は今・・・を持っている｣と言葉に出すのもよい｡何かを持っているところを想像すれば､強力にそれを引き寄せるようになり､ずっと早くそれを実現できるようになる｡
明るい波動､豊かな波動 
これをどれくらい信じられるだろうか？
願いを叶えて欲しいと思うとき､あなたはどれくらい願いが叶うと信じられるだろうか？
そこに､少しの疑いもあってはならない｡
願っても叶わないと思えば､叶わないあなたが現実化することになる｡(あなたの願いは､叶わないということだから)｡
自分はだめだ､できないと思っていると､｢だめなこと｣､｢できない自分｣が現実化してくる｡そんなうまい話はないと思っている人は､そのとおりのことが現実化してくる｡
(それがあなたの信じていることだから)｡

心から願うのであれば､その実現を100％確信すること､必ず実現すると信じることです｡
そして望みが満たされると絶対的な確信を持てば持つほど､それが現れるのも速くなるのである｡

人が考えたこと､決めたこと､選んだことはすべて､現実を形成していく｡しかし､考えたことが現実化するには時間がかかる｡結果が現れるまで､早い／遅いの｢時間のずれ｣が生じる｡
忘れた頃にやってくるかもしれない｡このため､人は自分が現実を創造している､自分自身が物事の｢原因｣であることを忘れてしまう｡
そして､物事は自分が引き起こしたのではなく､外からやってくる､自分の身に降りかかったと思ってしまう｡被害者のようになってしまう｡

『ものごとは､外からやってくるのではなく､自分を通してやってくる』｡これが真実である｡
自分の回りに起こる出来事は､私たちと関係なく起きるのではなく､自分を通してやってくる｡
だから､何かを変えるためには､まずは｢自分｣を変えなければならない｡
その第一歩は､思考の転換､考え方の切り替えだ｡

この宇宙には一つの法則があります｡大宇宙の法則です｡ 
それは｢自分の与えるものが､自分に戻ってくる｣､
｢自分が与えるものを､自分が受け取る｣という法則です｡ 

すなわち､『人は､自分が創造したものを体験しなければならない』ということだ｡

人がネガティブな意識を発したとき､ネガティブなエネルギーが返ってくる｡”優しさ､思いやり”というポジティブな思いを発していれば､結果として､嬉しかったり､楽しかったりという現実を引き寄せる｡
逆に､憎しみ､怒りなどのネガティブな思いは､そのような現実を引き寄せてしまう｡
波動(エネルギー)は､｢同質のもの｣を引き寄せるというのが基本だからだ｡
そして､思い(意識)の強さ､パワーの強さ､そのすべてが付加されて､まるで､｢鏡｣のように反射されて自分に戻ってくる｡
自分が創ったものは､必ず自分の現実のどこかに反映される｡
よい事であれ､悪い事であれ､どんなことをしても､それは自分に戻ってきて､受け取ることになる｡
(そこに違いがあるとすれば､ ｢速いか／遅いか｣だけです)｡ 

● ｢自分の与えるものが､自分に戻ってくる｣ 
これは自然の法則､大宇宙の法則です｡そこには｢善悪｣の判断はない｡
ただあなたの思考に反応するだけだ｡あなたの思いを受信して､それを送り返すだけだ｡
送ったものはすべて､自分に送り返されてくる｡それゆえ､送ったもの(自分の思い)をコントロールすることができれば､自分の受け取るものもコントロールすることができることになる｡
自分で現実を作り出しているのであれば､自分の望む現実も選ぶことができることになる｡

このことは､｢対人関係｣でも言える｡
例えば､心の奥に怒りの感情がたまっていると､その怒りが出てくるような出来事が自分の前に現われることがある｡人を疑いの目で見てしまう人は､疑りたくなるような人が目の前に現れたりする｡そして､余計に疑り深くなってしまう｡

それは､あなたの心の中を反映しているだけです｡内にあるものが外に反映しただけだ｡
その出来事は､あなたの心の中にあるものを見せるために､わざわざ､あなたの目の前に現れたのかもしれません｡問題はそれに”早く気づく”かどうかです｡それに気づかないと､気づくまで､同じことが何度も何度も､繰り返して起きてきます｡
● 自分の現実を変える方法 
人は､自分の中で一番強くこうだと信じているものが現実化される｡
自分の中にある一番強い信念が実現するような状況を､意識的に､あるいは”無意識”のうちに現実化していく｡
もし､自分の期待していたことと逆のことが起きたときは､
｢自分は何を信じていたのか｣､
｢自分の何がこの事態を引き起こしてしまったのか｣､
と自問することだ｡
人は意識的であれ､無意識であれ､自分で現実をつくり､それを体験しているのであれば､見方を変えれば､人は｢自分の意識でないもの｣は体験しないことになる｡人は気づき､学ぶ｡
たとえ自分が発した思いであっても､何かをキッカケにして変われば､以前の自分は今の自分と異なる｡人は気づき､学ぶことで変わる｡そして､自分から出たものであっても､自分が変わることで､受け取る現実も変わってくる｡

★自分の信じていたこと(信念)が変わる→自分の考え方が変わる→
自分の気持ちが変わる→自分から出ている波動(エネルギー)が変わる→
自分の波動が変わると､それを反映する”現実”も変わってくる｡
『運命が変わる』ということは､このような事かもしれない｡
自分のエネルギーが変わることで､それに引き寄せられる｢未来や運命｣も変わってくる｡
そして､｢瞑想や祈り｣は高度な形のエネルギーの変更である｡
物事を変えるには､まずは自分が変わること｡
他人を変えようと思っても､他人は変えられません｡
自分を取り巻く現実を変えるための一番の方法は､まずは自分を変えることだ｡
いずれにしても､人が何をどう思うかによって､現実は大きく変わってくる｡
自分は無力､成功しないと思っていると､そうなってしまう｡私達の人生の方向を決めるのは自分の奥底にある信念で､それは思いや行動を通じて､毎日のように外に向かって放出される｡
強い思いは､類似のものを引き寄せる電磁的なものを創ってしまう｡
そうやって人生の全体像を引き寄せることになる｡
すべてはどこに焦点を当てるかにかかっている｡
そして､焦点を当てるところにエネルギーが流れていく｡
そして､焦点を当てたものを､まるで磁石のように引き付ける｡
だから､自分が真に求めることだけを考え､求めることだけ意識し､実現しようとすることだけを言葉にし､行動することだ｡
しかし､人は起こって欲しくないことを考えたり､口にしてしまう｡
自分の人生に､起こって欲しいことよりも､起こって欲しくないことについて考えしまう｡
そして､望まない現実を引き起こしてしまう｡
(私たち人間の悲しい癖だ)
自分は無力､価値がない､自己嫌悪､不安・・・もしそれに焦点を当てれば､最も欲しくないものを自分に引き付けてしまう｡
ネガティブな思いを発すれば､その思いに｢エネルギー｣を与えてしまい､その影響を受けるのは自分自身だ｡何度も繰り返せば､繰り返しその現実を創造していく｡
(もし､間違って)欲しくもないことを考えたり､口にしてしまったら､｢訂正｣が必要だ｡
｢キャンセルします！｣と､口に出して言うことだ｡
エネルギーの訂正が必要だ｡
(例えば､レストランに行って､間違って違う料理を注文したら訂正する｡これと同じだ)｡
物理法則の大きな定理の一つに､『エネルギー不滅の法則』というのがある｡
すべてのエネルギーは､消滅させることはできない｡できるのは､｢形を変える｣ことだけ｡エネルギーとは形を変えこそすれ､決して無くなることはないのである｡

★もちろん､この法則がすべての人に､そのまま当てはまるわけではありません｡
この頃は科学者も､この現実世界は自分の｢意識の延長上｣にあるものだと言い始めている｡※『バシャール』(ヴォイス社)参考

｢思考は現実化する｣｡一番有名なのは古代インド『ヴェータ哲学』で､｢純粋な魂の信念は実現する｣という言葉である｡ここで気をつけたい点は､｢純粋な魂｣とあるように､それが個人の単なる”エゴ､欲望”から来た現実化であれば､”問題アリ”ということだ｡
一歩間違えれば､エゴの肥大､欲望の”とりこ”になってしまう恐れがあり､現実化は困難となる｡
だから注意が必要だ｡
http://www.ne.jp/asahi/aquarius/messenger/books_005.htm
『スピリチュアルメッセージ』より
①軽い体調不良､軽い病気｡単なる肉体の病

②　ストレスが元となる病
③　食事が元となる病
④　運動元となる病
⑤　運命の病､不思議な病､大いなる気づきをもたらしてくれる病
(できごとも含む)
生き方を変えることになる病
※病気とは…一見軽い病気であっても､人によっては､大いなる気づきをもたらしてくれる､天からの手紙

０才～15才までの子ども　
―　魂の原則上､両親のための気づき・手引きをもたらすためのもの

15才～20(22)才までの子ども　
―　魂の原則上､子どものための手引きと少し､両親のための手引き
22才～職についた成人　
―　魂の原則上､子どもが成人し､自己責任とするのための手引き
全て自己責任と教える
⑥　宿命の病､事故など　　肉体の死に至る
 ｢病の元｣資料 　 　
■病とは　―Wikipediaより
分　類
・病気を分類することは容易ではなく､またその分類は医学の変化に伴い頻繁に変更される｡
医学においては､一般に以下のような観点によって病気は分類される｡
①精神疾患か器質的疾患(生体組織自体の異常による疾患)か機能的疾患(生体組織の働き方の異常による疾患)による分類

②病巣の局在による分類(肝臓の疾患､心臓の疾患など)
③原因による分類(感染性､心因性､自己免疫性､医原病など)
④病理的所見からの分類(良性､悪性､肉芽腫性など)
⑤進行の様相による分類(急性､慢性､劇症､一過性､発作性など)
⑥医療の要・不要による分類
-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-
① 医者がかかわってもかかわらなくても治癒する病気　(自然治癒力や本人の努力で治癒するもの)
開業医や市中病院の医師が日常の診療で遭遇する｢疾病｣のほとんどは､①に属する

(すなわち､医者・医療者がかかわらなくても治癒する病気である)｡その比率は70～90%ほど｡
著者の岡本裕医師が実際に計数してみると95%が①だった｡
② 医者がかかわることによってはじめて治癒する病気
③ 医者がかかわってもかかわらなくても治癒しない病気
③に分類される病気､つまり｢不治の病｣もまだまだ多い｡
(例えば神経変性疾患､神経機能障害・・等々)
※(①と②の病気については)病気にも　
①当人が自分の力で治すことができるもの､
高血圧､糖尿病､高脂血症､肥満病､痛風､便秘症､
不眠症､自律神経失調症・・・などが挙げられる｡
②自然治癒力も及ばず､医療従事者と連携をとり治癒をはかるとよいもの
の2種類がある｡
病気と健康
・病気の対義語は､一般に健康｡
・WHO(世界保健機関)の健康の定義｡
身体的・精神的・社会的に完全に良好な状態であり､たんに病気あるいは虚弱でないことではない

・西洋医学風の用語で言えば､健康というのは恒常性が健全に保たれている状態､
・病気(疾病)というのは､恒常性が崩れてしまって元に戻らなくなっているか戻りづらくなっている状態
・未病
伝統中国医学(中医)で｢未病｣と診断されるのは､検査で明らかな異常がなく､明らかな症状も無いが､少し調子の悪い状態で､病気になる前段階の､心身の微妙な変化を指している｡｢いまだやまいにあらざる｣となる｡
状態 1 :恒常性が健全に保たれている状態　・・・健康

状態 2 :恒常性が崩れかけている状態　・・・　　未病
状態3:恒常性が崩れ､そのままでは元に戻らなくなっている状態　・・・　　　　　　　　　　　　　　　      病気
■良い医者というのは､発病してからではなく､未病の段階で異常を察知し対処するものだ｡
・西洋医学では､未病を見過ごしてしまい､発病してからはじめて治療に取り掛かる｡
・病気を火事に喩えて言えば､中国医学が火事になりそうな危険な場所をあらかじめ点検したり､燃えそうな建材をあらかじめ不燃材にして無事に防ぐのに対し､
・西洋医学では火事が起きてしまってから対処しよう､という考え方
・西洋医学のように発病するまで放置しておいて発病してから対処するという考え方は得策とは言えず､中国伝統医学のように､未病気の段階でそれを的確に察知し､自己治癒力を高めることで早めに対処しておこうとする考え方のほうが適切であり重要である｡
■戦争による負傷で大量の死者が出ることが続いた20世紀前半には西洋医学が目覚しい進展を見せ､抗生物質やワクチンが開発され生命を脅かす感染症などを激減させることに成功はした｡
だがその後､疾患の状況はすっかり様変わりし､
生活習慣や生活環境に起因した心疾患､脳血管疾患､アレルギー疾患､メタボリックシンドローム､膠原病などの慢性疾患が急増し重大な課題となっている｡
これらの慢性疾患は西洋医学的な治療法(その多くが対症療法)だけでは限界があり､根本治癒にはどうしても､
生活習慣を是正しつつ自己治癒力を高めることが不可欠となる｡
■心と体を一体としてとらえ全体のバランスとリズムをとりもどし病を癒す､と考え､心身一如の思想に立つ東洋医学の考え方が必須となる｡
周辺の語の概念
・病気は､｢症候群｣｢疾患｣｢疾病(しっぺい)｣｢障害｣｢怪我｣｢変異｣等の語との概念上のオーバーラップがある｡
・病気の存在を前提として､その患者に共通する特徴のことを病態(びょうたい)あるいは病像(びょうぞう)という｡病状(びょうじょう)は､ある特定の患者についてその臨床経過を指すことが多い｡
これらの単語はしばしば混合されて使われる｡
■医学では､｢病気｣という単語はあまり使用されず､代わりにより厳密な疾患(しっかん)､疾病(しっぺい)を使うことが多い｡
｢病気｣という語では内因性の疾患しか含まないような印象を受けることがあるためである
(事故による骨折は､一般的には病気とは言わないことが多い)｡なお､精神医学用語の｢疾患｣は｢障害(disorder)｣という概念であり､医学用語の｢疾患(disease)｣とは異なる概念である｡…　略　…
疾患・疾病・病気と｢症候群｣
症候群(しょうこうぐん)とは
･原因不明ながら共通の病態(自他覚症状・検査所見・画像所見など)を示す患者が多い場合に､そのような症状の集まりにとりあえず名をつけ､扱いやすくしたもの
人名を冠した症候群の名前も数多く､原因が判明した場合にはその名前が変更されたり､時には他の病名と統合されたりすることがある｡
･一方で原因判明後も長い間そのまま慣用的に使われている｢症候群｣は多く､逆に｢～病｣の名を冠する原因不明の疾患も多くあり､実際には明確な区別がなされていないことが多い｡
･原因が判明したにもかかわらず｢症候群｣と呼ばれている疾患の例

重症急性呼吸器症候群 (SARS)､後天性免疫不全症候群 (AIDS):
いずれもウイルス感染が原因の単一疾患であることが判明している｡
ダウン症候群:第21染色体のトリソミー(1対2本あるべき染色体が3本ある)による｡近年では21トリソミーと呼ばれることも増えた｡
なお､18トリソミーは別名｢エドワード症候群｣であったが､こちらはあまり使われない｡
原因不明､単一疾患であるかも不明ながら､｢～病｣と呼ばれる疾患の例

川崎病:小児の急性熱性疾患｡原因不明｡散発的に流行することから感染の関与が疑わしい一方で､症状の程度や検査所見の傾向にばらつきが大きく､単一疾患であるかも疑わしい｡
ベーチェット病:膠原病類縁疾患｡特定のHLAに関連することが多いことはわかっているが､原因は不明｡
疾患・疾病・病気と｢症状｣
症状(symptom)は､病気によって患者の心身に現れる様々な個別の状態変化､あるいは正常からの変異のこと
病気にかかることを罹患(りかん)､症状が現れることを発症(はっしょう)または発病(はつびょう)という｡
患者本人によって主観的に感じられるものを自覚症状､周囲によって客観的に感じ取られるものを他覚症状と呼んで区別する｡
単に｢症状｣といった場合､自覚症状のことのみを指す場合があり､この際は他覚症状のことを所見(しょけん)､徴候(ちょうこう)と呼んで区別する｡
通常､｢疾患｣と｢症状｣は本来大きく違う概念だと考えられている｡つまり､疾患が先にあって､それを受けて｢症状｣が生じる､というものである｡しかし日常診療の場では､症状が確認されても､その症状を来たす原因がよく分からない場合が多く､この場合｢症候群｣での例と同様に､症状名と病名との境目が曖昧になることがある｡
脱水という病名はないが､脱水が見られたら原疾患はさておき脱水の診断の元に治療を行うことがある｡近視は症状の名前としても病名としても使われる｡
本態性高血圧という病名は､別の基礎疾患があって二次的に高血圧となっているものを除いて､原因不明で高血圧という｢症状｣を起こしているものをまとめて含めるための｢病名｣である｡
ある臨床像が､原疾患に見られる症状のひとつであるのか､あるいは合併症として出現した別の独立した疾患なのかについては､医学の教科書を執筆する際の問題となるだけではなく､保険診療報酬や統計にも関わるため､軽視できない問題となる｡
症候学―症状を研究する医学の一分野

病気利得―病気でいることによって､本人が得られる利得

周囲の気遣いを受けられる､弱者・被害者でいたり､他者に依存できたりする｡
たとえば､｢あなたは病気でない｣と言われて怒る者は､病気利得を得ようとする要素を持つ可能性が高い｡
依存利得―依存や嗜癖を続けることによって得られる利得｡
・薬物依存症では麻薬・覚せい剤・大麻・タバコなどを繰り返し乱用し続けることによって､不快な禁断症状を刹那的に和らげることができる｡
・さらに､依存している間は､依存による現実の害に直面して不安を感じなくて済み､刹那的であっても快楽をえられるなどの利得がある｡依存症・嗜癖者の語る否認は､依存利得を得る目的で行われる｡
仮病・詐病―仮病・詐病によって､学校・仕事を休める､公的な補助金を得られる､などの利得を得られる｡
詐病による公務員の長期欠勤が批判を浴びたことがある｡
虚偽性障害―病人として大切にされるという病気利得を得るため､病状などについて虚偽を並べ立てる｡
精神疾患の一種｡
詳細は虚偽性障害を参照｡
その他
・一般の人々は､医師からの説明を聞いて､それを自分の考えとして採用することもある｡
・逆に医師の側も､患者から報告を聞いて､はじめて何かを｢疾患｣と認識し､そうした断片的情報が学会などで徐々に集約されて､あらためて大規模統計がとられる場合もある｡
・マスコミで医師が語る内容も人々の病気観に影響を与える｡
以上､岡本裕 ｢はじめに～第1章｣『9割の病気は自分で治せる』 中経出版､2009年､pp.1-46｡参照
ただし遺伝的背景と生活習慣が原因となる本態性高血圧症は高血圧の80～90％で､残りの10～20％は高血圧の基礎疾患が明らかな二次性高血圧症である｡二次性高血圧症では基礎疾患の早期発見・早期治療が重要である｡『今日の治療指針2011年版』 医学書院､2011年､pp.339｡
■不眠のなかには､実は本当の原因として､
周期性四肢運動障害､むずむず脚症候群､概日リズム睡眠障害､うつ病などが隠れている場合があるから､鑑別診断が重要である｡『今日の診断指針第6版』 医学書院､2010年､pp.339｡^ a b c d e f g h i j k l m 

岡本裕 ｢第3章｣『9割の病気は自分で治せる』
安保　徹　-　病の元とは　『病気にならない生き方革命』

安保　徹　-　ムリせずラクせず､｢免疫力ＵＰでがんも撃退｣
ヒュギエイア派医学
ヒポクラテスの２大訓戒､
｢まず､傷つけることなかれ｣｢自然治癒力を崇めよ｣
ヒーリング・システム(治癒系)
内部から一つの全体にすること

体には治る力がある｡なぜなら体には治癒系が備わっているから
→　アスクレピオス派　トリートメント(治療)　外部から

治癒系を阻害する八大要因
1)エネルギー不足－栄養失調はもとより､代謝がうまくいっていないなど

2)循環不全－糖尿患者など

3) 浅い呼吸－代謝を低下させて治癒系の効率を下げる｡ウマが原因のことも

4) 防衛障害－持続的感染､特定の物質やエネルギーによる害作用､不健康な精神状態

5) 有害物質－飲食物に含まれるもの､空気中飛散物､電磁波など

6) 老化－強壮剤として作用する天然物質も多数ある
7)心理的要因－心の使い方が自発的治癒の引き金を引き逆に阻害要因にもなる
8) 精神的・霊的問題－世界各地で出合う｡一部の患者と大いに論じあっている｡
※他にも示唆に富む多数の提言　｢自然療法のページ｣に散りばめた｡
現代の治療法
・いわゆる現代医学､西洋医学

・アメリカでは､現在では必ずしも一般に普及しているとはいえないが､歴史的には 現代の西洋医学・ホメオパシー・オステオパシー の３つが３大医療として認知されていた時代もある｡ 
・伝統医療(中国医学・アーユルベーダ・アーユルヴーダ､ヨーガ､ユナニ医学､チベット医学､カヤワヤなど)も連綿と続いている｡
・その他の代替医療(カイロプラクテック､心理療法､食事療法､サプリメント療法､薬用植物療法､用手療法､温泉療法-､免疫療法-自律神経免疫療法､整体､リラクゼーションなど多数)も受けることができる｡
治療法の選び方
■最も重要な判断のポイントは医師などの専門家に診てもらうことが心身の治癒系を助けることになるか､それともさまたげることになるかの一点である｡
■きわめて深刻かつ執拗な症状､または通常の経験の範囲を越えていて早急な手当てが必要だと思われる症状の場合は現代医学を選ぶ｡
現代医学にできること
■他のどの治療法よりもすぐれた外傷の治療
■診断､および多くの内科的・外科的緊急事態の処置
■抗生物質による細菌性感染の治療
■寄生虫､および菌類感染の治療
■免疫予防注射によるさまざまな感染の予防
■複雑な障害の詳細な診断
■損傷した股関節や膝関節の復元
■美容整形､再建手術の優秀性
■ホルモン欠乏の診断と矯正
現代医学にできないこと
■ウイルス性感染の治療
■ほとんどの慢性病・消耗性疾患の治療
■大部分の精神疾患の効果的な対処
■大半のアレルギー疾患・自己免疫疾患の治療
■心身相関疾患の効果的な対処
■がんの多くのタイプの治療
♪＊♪＊♪＊♪＊♪＊♪

オステオパシーの第一人者ボブ・フルフォードから学んだ五つの智恵
1)体は健康になりたがっている｡
2)治癒は自然の力である｡
3)体は一つの全体であり､すべての部分は一つにつながっている｡
4)心と体は分離できない｡
5) 治療家の信念が患者の治癒力に大きく影響する｡
さらに､これからの医学､医者への提言
現代医学の問題点

医者のペシミズム､医者の態度や言葉…ブードゥー信仰の呪いによる死へ､言葉の力についての学習の必要性

■重病を克服した患者の言葉

・｢本当に治りたい｣
｢この苦しみは運が開ける証拠だ｡
運を逃さず追いかけよう｡｣
・｢自分の医者は自分｣
｢自我を捨てそれまでの考えを捨て､
体が治るのに任せる｣
・｢病気に神経が絡んでいるときには生　活を変えること､考え方を変えること｣
・｢自分のがんを愛してください｡
がんはありがたい贈り物です｡
がんは新しいあなたに新しい命に通じている道なんです｡｣
・｢生まれて初めてこう思ったの｡『私がこれをします､あれをします』をやめて『お任せします､何であれ起こることが起こりますように』ってね｣
■我々の努力目標は病気を自己変容の機会として活用するところにある｡
■ある治療が効くとき､それは生まれながらに備わっている治癒メカニズムを活性化させることによって効く｡
■中医学では上薬(あらゆる症状に効く)・中薬(身体機能を高める)・下薬(局部に効く魔法の弾丸薬)
■無意識の心は病気のプロセスの本質と治し方を知っている｡
■お気に入りの落ち着く場所のイメージ⇒体の一番気になる部位に意識を集中させる⇒何が見えるか？(心の介入の届く範囲をこえた身体症状は無い)
■治癒への信念を何か外部のものに投影し､それと相互作用することによってそこにある障害物を迂回することはできる｡
■医師がもしそのプロセスを理解し､投影された信念にうまく対処する訓練を受けていれば､シャーマンとしての自己の役割を立派に果たし､病気の人が治るのをより効果的に助けることができるだろう｡
アンドルー・ワイル氏はハーバード大学で植物学の学位を取得した後､同医学校を卒業｡国立精神衛生研究所やハーバード大学植物博物館の研究員などを勤め､北米・南米・アジア・アフリカなど世界各地で伝統医学やシャーマニズムをフィールドワーク｡その実践的研究や自身の生活習慣病の克服や体調不良を回復に向かわせた体験などから代替医療・薬用植物・変性意識・治癒論等第一人者､世界的権威とされる｡アリゾナ州にあるアリゾナ医学校診療教授､同校統合医学プログラム理事を勤める傍ら､ワイル・ライフスタイル研究所を設立・運営｡人間に本来備わっている自然治癒力を引き出すヘルスケア・システムである統合医療を提唱し､普及にも努めている｡タイム誌の｢最も影響力をもつ25人の米国人｣に選ばれた｡『癒す心､治る力』は1995年9月邦訳翻訳出版｡世界的ベストセラー､現代医学の革命書｡
やわらかく､方円にしたがう水が､固い岩をもうがつように､


命にしたがってたわむものは難問をも解決する｡


｢意志があるところに道がある｣といわれる､


だが､命を熟するにまかせ､熟したら枯れるにまかせよ｡


意志は道とはまったくちがう｡


命の道を拒絶するものは死んだものである｡ウィッター・バイナーの英訳より


受容､屈服､降伏…なんと呼ぼうと…､


そのような心の転換が治癒の扉をあけるマスターキーなのかもしれない｡





夢の見続け方､夢の実現の仕方を学び合い､迷路に迷い込んだら


支え合えるところが　当方　幸せ研究所　　


(知多クリック内)� HYPERLINK "http://www.chitac.com/" ��http://www.chitac.com/�


　　　　以上皆みな様からの学びです｡ありがとうございます｡2008.8.20








病歴の他､問診する社会歴


・人間関係


・趣味


・リラックスの方法


・食習慣


・運動習慣


・性生活


・霊性に対する関心等








